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朝
霞
市
の
駅
前
で
は
、
南

口
の
広
場
の
完
成
が
近
付

く
一
方
、
今
度
は
北
口
の

駅
前
広
場
の
整
備
が
課
題

と
な
っ
て
き
た
。

北
口
駅
前
は
、
か
つ
て

の
住
宅
公
団
の
居
住
者
が

利
用
者
と
し
て
大
き
な
比

率
を
占
め
て
い
た
。
公
団

が
現
U
R
都
市
機
構
に
替

わ
り
、
全
住
宅
棟
の
建
て

替
え
が
始
ま
っ
て
、
目
下

そ
の
工
事
は
た
け
な
わ
で

あ
る
。
住
宅
棟
の
完
成
を

控
え
て
、
朝
霞
駅
北
口
駅

前
の
整
備
は
、
U
R
都
市

機
構
の
住
宅
に
入
居
す
る

人
々
に
と
っ
て
は
大
き
な

関
心
事
に
違
い
な
い
。

去
る
1
月
22
、
23
日
両

日
、
朝
霞
市
役
所
別
館
5

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

朝
霞
駅
北
口
駅
前
広
場
等

に
対
す
る
検
討
結
果
の
報

告
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
、
す
で
に

諸
手
続
き
を
経
て
、
平

成
14
年
都
市
計
画
決
定

さ
れ
、
つ
い
で
平
成
15
年

に
は
自
転
車
駐
車
場
の

都
市
計
画
決
定
が
な
さ

れ
、
朝
霞
市
と
U
R
都

市
機
構
が
協
力
し
て
事

業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。
昨
年
U
R
都
市
機

構
は
、
直
接
施
行
の
制
度

に
よ
っ
て
、
朝
霞
市
に
代

わ
り
、
地
下
自
転
車
駐

車
場
な
ど
の
工
事
を
着
工
、

代
替
地
と
区
画
道
路
の
整

備
も
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で

こ
の
た
び
市
民
に
対
し
て

の
報
告
会
が
開
か
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
報
告
会
に
は
富
岡

市
長
も
出
席
し
、
U
R
都

市
機
構
の
小
池
部
長
の
挨

拶
の
後
、
市
の
都
市
計
画

課
お
よ
び
U
R
都
市
機
構

に
よ
っ
て
、
計
画
の
全
容

と
予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

説
明
さ
れ
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

市
当
局
と
し
て
は
、
ま

た
都
市
機
構
も
、
互
い
に

い
わ
ば
持
ち
つ
、
持
た
れ
つ

の
関
係
に
あ
る
の
で
、
共

同
事
業
と
し
て
す
ん
な
り

纏
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

実
際
の
施
行
に
当
た
っ
て

は
、
そ
こ
に
企
業
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
参
入
す
る
と

い
う
形
に
な
る
。
こ
れ
が

公
共
事
業
の
定
型
化
し
た

流
れ
で
あ
る
。
工
事
に
当

た
っ
て
、
関
係
諸
機
関
は
、

特
に
施
設
を
利
用
す
る
市

民
の
声
に
で
き
る
だ
け
耳

を
傾
け
る
べ
き
だ
。

市
民
の
意
見
は
単
に
聞

き
置
く
と
い
う
形
式
主
義

に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
経
過
は

頻
繁
に
報
告
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

市民プレス：第26号
編　集　人　　　　原　　昭　二
制作・印刷　　　　デジタル工房
Ｆ Ａ Ｘ　　　 048（476）9111
〒 353-0004
　　　埼玉県志木市本町 5-18-24

発行人　特定非営利活動法人
　　　｢市民フォーラム ｣

市民の目線で市民が発信する
地域情報紙

「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
跡
地
で
共

同
住
宅
の
建
設
は
じ
ま
る

す
で
に
既
報
（
本
紙
24

号
）
の
よ
う
に
、ダ
イ
エ
ー

と
り
そ
な
銀
行
志
木
支
店

に
隣
接
し
た
、「
ら
ら
ぽ
ー

と
」
跡
地
の
大
規
模
工
事

が
計
画
さ
れ
、
い
よ
い
よ

解
体
が
始
ま
っ
た
。
地
権

者
三
井
不
動
産
で
は
、
解

体
後
の
新
し
い
建
物
の
設

計
を
完
了
し
、
官
庁
へ
の

届
け
出
と
近
隣
へ
の
説
明

を
行
っ
た
。

地
権
者
が
公
表
し
た
計

画
に
よ
れ
ば
、
建
築
主
は

三
井
不
動
産
株
式
会
社
、

総
合
企
画
・
み
ら
い
建
設

工
業
株
式
会
社
、
設
計
施

工
・
株
式
会
社
銭
高
組
に

よ
り
、
地
上
14
階
／
地
下

1
階
の
共
同
住
宅
（
マ
ン

シ
ョ
ン
）
を
建
設
す
る
。

高
さ
は
45
㍍
、
14
階
建

て
で
、
住
宅
1
9
5
戸
、

駐
車
台
数
1
3
1
台
の
規

模
、
着
工
は
5
月
、
竣
工

は
明
後
平
成
20
年
3
月
を

予
定
し
て
い
る
。

連
絡
先
は
み
ら
い
建
設

工
業
株
式
会
社
、
℡
0
3

（
3
2
3
1
）
2
6
3
3

担
当
矢
野
、
杉
井
宛
に

周
辺
一
帯
は
交
通
渋
滞

に
お
ち
い
る

志
木
駅
東
出
口
方
面
か

ら
、
り
そ
な
銀
行
、
ダ

イ
エ
ー
志
木
店
に
向
か
う

と
、
旧
パ
チ
ン
コ
店
ミ
ュ
ー

の
建
物
は
解
体
中
で
、
工

事
の
土
砂
、
廃
棄
物
を

積
み
出
す
車
両
が
行
き

交
う
。
ま
た
完
成
を
目

前
に
し
た
駅
東
出
口
す
ぐ

前
の
新
築
商
業
ビ
ル
「
ド

ウ
セ
ッ
ト
2
」
の
現
場
か

ら
出
る
車
両
、
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に

は
じ
ま
っ
た
「
ら
ら
ぽ
ー

と
」
跡
地
の
工
事
車
両
が

加
わ
っ
て
、
付
近
一
帯
の

通
行
は
渋
滞
に
お
ち
い
っ

て
い
る
。

こ
こ
を
通
学
路
に
し
て

い
た
慶
応
高
校
生
な
ど
の

通
行
も
、
ダ
イ
エ
ー
入
口

付
近
で
し
ば
し
ば
止
め
ら

れ
、
ダ
イ
エ
ー
を
は
じ
め
、

周
辺
の
商
店
の
営
業
は
大

き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
。

工
事
車
両
の
動
き
は
し

ば
ら
く
続
く
と
見
ら
れ
、

ま
た
志
木
市
東
口
の
景
観

や
人
の
流
れ
は
、
今
後
大

き
な
変
革
が
予
想
さ
れ
る
。

大
規
模
な
建
造
物
の
解
体
、
新
築
が
入
り
交
じ
っ
て
、
工
事
現
場
と
化
す

平林寺の半僧坊で春がくる（昨年撮影）

図は新築予定の共同住宅付近

右
・
り
そ
な
銀
行
前
角
地
の
解
体
現
場

左
・
ダ
イ
エ
ー
入
口
付
近
で
始
ま
っ
た
工

事
の
現
場

旧
「
ら
ら
ぽ
ー
と
」
と
ダ
イ
エ
ー
を
繋

い
で
い
た
ブ
リ
ッ
ジ
は
撤
去
さ
れ
、
り
そ

な
銀
行
の
裏
に
は
駐
車
場
が
作
ら
れ
る

予
定
と
い
う
。

志
木
駅
東
口一帯
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
朝
霞
駅
北
口
広
場
の
工
事
は
進
む

現
状
・
状
況
図

駅
前
広
場
整
備
区
域
の
全
体
写
真
ほ
か

「
観
光
都
市
に
い
ざ
づ
く
り
」
が
始
動
（
2
面
）

新
座
市
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国
が
地
域
の
自
立
・

再
生
を
図
る
た
め

に
、
地
方
自
治
体
の
計
画

を
認
定
し
、支
援
す
る
「
地

域
再
生
計
画
」
と
い
う
制

度
が
つ
く
ら
れ
た
。
新
座

市
は
、
一
昨
年
六
月
、「
観

光
都
市
に
い
ざ
・
雑
木
林

と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
計
画
の
認
定

を
受
け
た
の
で
、
学
識
経

験
者
、
商
工
農
業
関
係
者

に
呼
び
掛
け
、
さ
ら
に
公

募
さ
れ
た
市
民
が
加
わ
り
、

「
新
座
市
観
光
都
市
づ
く

り
推
進
市
民
会
議
」
が
組

織
さ
れ
た
。

市
民
会
議
の
熱
心
な
討

議
に
よ
っ
て
、
昨
年
8
月
、

基
本
的
な
方
向
を
示
す
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
12
月

に
は
、
こ
れ
を
具
体
化
す

る
た
め
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
素
案
が
作
成
さ
れ

て
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
取

組
み
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に

は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
加
え
て
練
り
上
げ
、

新
年
度
、
い
よ
い
よ
計
画
は

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
今
後
の
10

年
を
三
段
階
に
区
分
し
て

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

新
座
市
の
地
勢
に
基
づ
い

4
月
17
日（
月
）、

観

光

都

市
に
い
ざ
の
大
き
な
核
と

な
っ
て
い
る
平
林
寺
恒
例
の

「
半
僧
坊
」
大
祭
が
挙
行

さ
れ
る
。

昨
年
の
人
出
は
9
万

人
、
近
隣
地
域
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
境
内
と
境
内

に
沿
っ
た
道
路
は
人
で
埋

ま
る
。
稚
児
行
列
、
楽
師

の
先
導
で
、
お
練
り
は
本

堂
を
出
発
し
て
半
僧
坊
に

向
か
う
。

大
祭
は
、
境
内
「
半
僧

坊
」
に
祀
ら
れ
た
本
尊
、

半
僧
坊
大
権
現
（
後
醍
醐

天
皇
の
第
十
一
皇
子
）
に
諸

願
成
就
を
祈
願
す
る
お
祭

り
で
、
当
日
は
寺
の
好
意

で
境
内
全
域
が
解
放
さ
れ
、

朗
誦
さ
れ
る
読
経
は
、
ス

ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
境
内

の
外
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。

図1：三つのゾーン

図2：10年後のイメージ

写真は全て昨年撮影されたもの

平
林
寺
半
僧
坊
大
祭
は
近
づ
く

観
光
都
市
に
い
ざ
の

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

が
始
動

新
座
市
は
今
年
を「
観
光
都
市
に
い
ざ
づ
く
り
元
年
」

と
位
置
付
け
、
2
月
17
日
発
表
し
た
前
年
度
比
9
%

増
し
の
積
極
的
な
予
算
案
に
は
、
市
庁
舎
の
隣
地
、
建

物
を
購
入
、
観
光
に
い
ざ
の
拠
点
と
す
る
た
め
の
観
光

プ
ラ
ザ
（
仮
称
）
の
開
設
計
画
（
予
算
約
6
千
万
円
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
活
動
中
の
「
観
光
都
市
づ
く

り
推
進
室
」
が
入
っ
て
、
観
光
案
内
所
の
機
能
を
持
た

せ
る
と
い
う
。

て
、
三
つ
の
水
系
を
背
骨

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北

か
ら
南
に
「
柳
瀬
川
」「
野

火
止
用
水
」「
黒
目
川
」
の

流
域
を
包
み
込
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
流
域
の
暮
ら
し
と

歴
史
的
な
背

景
に
根
ざ
し
た

計
画
が
作
成

さ
れ
た
。
10
年

後
の
成
果
を

目
標
と
し
て

掲
げ
、
行
政

は
市
民
の
関

心
を
高
め
、
恊

働
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
図
解
（
図

2
）
に
は
、
新
し
い
施
設
の

建
設
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、

市
民
の
夢
を
誘
う
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

図3：新座駅南口の都市基盤整備
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交
通
博
物
館
は
、
昭
和

十
一
年（
1
9
3
6
）、

解
体
さ
れ
た
旧
万
世
橋
駅
本

屋
の
基
礎
を
使
っ
て
造
ら
れ
、

規
模
を
縮
小
し
た
万
世
橋
駅

舎
に
併
設
、
そ
の
後
駅
は
休

止
（
実
質
的
に
は
廃
止
）
さ

れ
た
。
多
く
の
展
示
物
に
加

え
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
人
気
も
高

く
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
移

転
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
さ

よ
う
な
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
て
い
る
。

閉
館
を
記
念
す
る
展
示
は

ライトアップ

駅舎の遺構博物館入り口

万
世
橋

都
心
の
話
題
は
「
表

参
道
ヒ
ル
ズ
」
の

オ
ー
プ
ン
、
か
つ
て
の
同

潤
会
青
山
ア
パ
ー
ト
の
再

出
発
の
ニ
ュ
ー
ス
に
向
け

ら
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
の
復
興
事

業
と
し
て
1
9
2
7
年
に

完
成
、
日
本
の
集
合
住

宅
の
先
駆
け
だ
っ
た
。
建

替
え
に
当
た
っ
て
の
議
論

は
、
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

で
あ
っ
た
建
物
の
デ
ザ
イ

ン
を
ど
う
す
べ
き
か
、
で

あ
っ
た
。

設
計
は
安
藤
忠
雄
氏
が

選
ば
れ
た
が
、
氏
は
環
境

に
対
す
る
配
慮
や
建
築
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持

続
性
）
に
対
し
て
厳
し
い
。

新
し
い
ビ
ル
は
高
さ
わ

ず
か
に
23
・
3
㍍
、
し
か

し
中
に
入
る
と
印
象
は
一

変
す
る
。
地
上
6
階
、
地

下
6
階
、
計
12
階
、
た
だ

し
住
宅
や
駐
車
場
も
あ
る

の
で
、
我
々
が
目
に
す
る

の
は
、
地
上
3
、
地
下
3

階
の
吹
抜
け
の
空
間
で
あ

る
。
ビ
ル
の
中
に
入
る
と
、

内
装
は
衝
撃
的
な
鮮
や
か

さ
で
、
底
辺
の
中
庭
か
ら

全
長
7
0
0
㍍
も
の
ら
せ

ん
状
の
ス
ロ
ー
プ
が
続
き
、

両
側
に
は
ブ
テ
ィ
ッ
ク
93

店
が
並
ぶ
。

緩
や
か
な
勾
配
を
も

ち
、
か
つ
て
砂
埃
が
舞
っ

て
い
た
神
宮
の
参
道
に

沿
っ
て
、
欅
並
木
と
整
合

す
る
姿
で
「
表
参
道
ヒ
ル

ズ
」
は
完
成
し
た
。
こ
の

建
物
は
ま
た
、
悠
久
の
武

蔵
野
台
地
に
も
調
和
し
て

い
て
、
果
た
し
て
首
都
圏

に
爽
や
か
な
息
吹
を
感
じ

さ
せ
る
に
違
い
な
い
。

JR原宿駅から続く人の列
ビルの一部に旧同潤会アパートを復元して新ヒルズは誕生した

内部は6階分が吹き抜けで、ブティック93店が回りを取り囲む

人
気
を
呼
び
、
特
に
交
通
博

物
館
に
眠
っ
て
い
た
旧
万
世

橋
駅
の
遺
構
の
公
開
に
は
、

行
列
が
で
き
て
盛
況
で
あ
る
。

今
は
な
き
旧
万
世
橋
駅
発
の

特
別
記
念
き
っ
ぷ
「
再
現
硬

券
シ
リ
ー
ズ
」
が
無
料
配
布

さ
れ
（
た
だ
し
枚
数
限
定
）、

閉
館
記
念
と
し
て
灯
さ
れ
た

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
神
田
川
に

映
え
て
美
し
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
5
月
14
日

（
日
）
ま
で
【
万
世
橋
駅
遺

構
公
開
は
4
月
28
日
（
金
）

ま
で
】。

交
通J

R
秋
葉
原（
電
気
街
口
）、

ま
た
は
御
茶
ノ
水
（
聖
橋
口
）

ま
た
は
地
下
鉄
丸
の
内
線「
淡

路
町
」
下
車
が
便
利

開
館
時
間

9
時
30
分
〜
17
時

入
館
料

一般
・
大
人
3
1
0
円
、
こ

ど
も
1
5
0
円
、
団
体
割
引

あ
り
、お
問
合
せ
は
電
話
0
3

（
3
2
5
1
）
8
4
8
1

休
館月

曜
日

休
日
振
替
日
は
開
館
、
翌

火
曜
日
休
館

な
お
旧
万
世
橋
駅
遺
構
特

別
公
開
は
1
回
20
名
、
所
要

時
間
約
20
分
。

混
み
合
う
の
で
、
事
前

予
約
が
お
す
す
め
、
電
話

受
付
は
0
3
（
3
6
7
8
）

3
6
8
3

新
「
鉄
道
博
物
館
」
は
、

平
成
19
年
10
月
14
日
、
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
に
開

館
予
定

話題の「表参道ヒルズ」がオープン
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本
紙
の
前
号
で
「
ウ
イ
ル
ス

を
排
除
す
る
免
疫
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
生
体
防
御
の
た
め
の
免

疫
系
を
壊
す
ウ
イ
ル
ス
、
人
類

が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
脅
威
の
ウ
イ
ル
ス
が
現
れ
た

の
で
す
。

H
I
V
は
免
疫
機
構
を
破
壊

す
る
・
・
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

（Hum
an Im

m
unodeficiency 

Virus = 

H
I
V
）
は
、
感
染
す

る
と
ヒ
ト
の
免
疫
機
構
を
つ
か

さ
ど
る
リ
ン
パ
球
に
感
染
し
て

そ
れ
を
破
壊
す
る
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
健
康
で
あ
れ
ば
容
易
に
撃

退
し
て
し
ま
う
病
原
体
に
よ
る

感
染
症
を
発
症
し
、熱
が
出
る
、

急
に
体
重
が
減
る
、
疲
れ
易
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
神
経
障
害
を
起
こ

し
た
り
、
悪
性
腫
瘍
が
で
き
る

こ
と
も
あ
り
、
最
悪
の
場
合
に

は
死
に
至
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
H
I
V
の
感
染
で
お

こ
る
・
・
・

エ
イ

ズ
（
A
I
D
S = 

Acquired Im
m
uno Deficiency 

Syndrom
e

・
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、
H
I
V
の
感

染
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に

よ
っ
て
発
症
す
る
様
々
な
病
気

の
総
称
（
症
候
群
）
で
す
が
、

H
I
V
に
感
染
し
た
場
合
、

2
〜
8
週
間
後
に
風
邪
に
似

た
症
状
が
出
る
こ
と
も
と
き
に

は
あ
り
ま
す
。
特
別
の
症
状
で

は
な
い
の
で
、
多
く
の
人
は
気

付
か
ず
、
そ
の
後
は
何
も
症
状

が
無
い
期
間
に
入
り
ま
す
。
し

か
し
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ
て
お
り
、

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
と
言
わ
れ

ま
す
。

H
I
V
は
潜
伏
す
る
・
・
・

H
I
V
に
感
染
す
る
と
、
症

状
の
無
い
期
間
で
も
、
ウ
イ
ル

ス
は
身
体
の
中
で
増
殖
し
て
免

疫
機
能
を
徐
々
に
低
下
さ
せ
て

ゆ
き
、リ
ン
パ
節
が
腫
れ
、下
痢
、

発
熱
、
痩
せ
る
な
ど
の
エ
イ
ズ

関
連
症
候
群
と
い
わ
れ
る
症
状

が
現
れ
る
の
で
す
。
こ
の
段
階

が
エ
イ
ズ
発
症
の
初
期
段
階
で

す
。
た
だ
し
エ
イ
ズ
が
発
症
す

る
ま
で
の
期
間
に
は
大
き
な
開

き
が
あ
り
、
潜
伏
期
間
は
6
ヶ

月
か
ら
15
年
く
ら
い
ま
で
に
及

び
ま
す
。

H
I
V
は
恐
る
べ
き
ウ
イ
ル
ス

で
す
・
・
・

一
般
に
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

我
々
が
も
つ
防
御
は
、
ま
ず
自

身
が
も
つ
免
疫
機
能
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
H
I
V
は
リ
ン
パ
組

織
で
増
殖
す
る
た
め
、
リ
ン
パ

球
を
破
壊
し
ま
す
。
い
う
ま
で

も
な
く
リ
ン
パ
球
は
免
疫
反
応

の
担
い
手
で
す
。
防
御
の
中
枢

と
な
る
リ
ン
パ
組
織
が
ウ
イ
ル
ス

に
乗
っ
取
ら
れ
て
リ
ン
パ
球
が

破
壊
さ
れ
る
と
、
免
疫
力
が
低

下
し
ま
す
。

H
I
V
は
体
内
に
入
っ
て
ヘ

ル
パ
ー
T
細
胞
に
出
会
う
と
、

そ
の
表
面
の
C
D
4
受
容
体
に

結
合
し
、
内
部
に
侵
入
し
て
増

殖
し
ま
す
。
や
が
て
出
て
ゆ
く

と
き
に
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
を
壊

し
て
ゆ
く
の
で
、
免
疫
機
能
が

働
か
な
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

正
常
人
で
は
ほ
と
ん
ど
病
気
を

引
き
起
こ
さ
な
い
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
の
感
染
を
日
和
見
感
染
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
H
I
V
感

染
で
は
、
こ
の
日
和
見
が
重
症

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

H
I
V
の
増
殖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

H
I
V
は
、
特
別
な
増
殖
の

様
式
を
も
っ
て
い
ま
す
。

H
I
V
は
R
N
A
を
も
っ

て
お
り
、
細
胞
の
中
に
侵
入
し

た
ウ
イ
ル
ス
は
ま
ず
外
側
の
殻

を
脱
ぐ
と
、
そ
の
R
N
A
は

い
っ
た
ん
D
N
A
に
変
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
H
I
V
が
も
っ

て
い
る
逆
転
写
酵
素
と
呼
ば

れ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
働
き
に
よ

る
の
で
す
。
つ
い
で
こ
の
ウ
イ
ル

ス
の
D
N
A
が
細
胞
の
核
の
中

に
移
っ
て
、
今
度
は
こ
れ
も
ウ

イ
ル
ス
が
も
っ
て
い
る
イ
ン
テ
グ

ラ
ー
ゼ
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
の

働
き
で
細
胞
の
染
色
体
に
組
み

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
D
N
A
か

ら
子
孫
の
ウ
イ
ル
ス
の
R
N
A

に
コ
ピ
ー
さ
れ
て
子
孫
の
ウ
イ

ル
ス
が
組
み
立
て
ら
れ
る
の
で

す
が
、
は
じ
め
は
不
必
要
な
た

ん
ぱ
く
質
が
つ
い
た
形
で
つ
く

ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
不
必
要

な
部
分
を
切
り
取
る
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
が
持
っ
て
い
る
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
と
呼
ば
れ
る
た
ん
ぱ
く

質
が
働
き
ま
す
。

エ
イ
ズ
の
投
薬
治
療
は
ど
う

な
っ
て
い
る
?

エ
イ
ズ
に
効
く
薬
を
求
め
て
、

大
規
模
な
研
究
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
い
ま
使
わ
れ
て
い
る

の
は
、
H
I
V
の
増
殖
に
か
か

わ
る
、
固
有
の
三
種
の
た
ん
ぱ

く
質
の
働
き
を
阻
止
す
る
薬
で

す
。
そ
れ
ら
三
つ
以
上
を
組
み

ヒ
ト
の
免
疫
系
を
壊
す
ウ
イ
ル
ス

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

HIVの鍵穴をもつヘルパーT細胞
（HIVウイルスの増殖の仕方）

合
わ
せ
た
治
療
法
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
い
活
性

を
も
つ
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
療

法
と
呼
ば
れ
、
そ
の
た
め
発
病

は
効
果
的
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
H
I
V
に
感
染
し
て

も
発
病
し
な
い
で
す
む
人
が
増

え
て
き
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し

H
I
V
ウ
イ
ル
ス
が
耐
性
を
獲

得
し
、
別
の
薬
に
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
態
も
起
き
て
い

ま
す
。
薬
の
投
与
を
忘
れ
る
こ

と
も
ウ
イ
ル
ス
の
耐
性
発
現
に

繋
が
る
位
H
I
V
は
き
わ
め
て

姿
を
変
え
易
い
ウ
イ
ル
ス
な
の

で
す
。も

っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
治
療
法
は
、
発
病
を

抑
え
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
身
体

に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
、
エ
イ
ズ

患
者
は
減
少
し
て
も
、
H
I
V

陽
性
の
感
染
者
は
増
え
続
け
る

の
で
す
。

H
I
V
の
検
査
は
、
日
本
で

は
保
健
所
を
は
じ
め
、
多
く
の

医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
も
し

H
I
V
に
感
染
し
て
も
、
感
染

し
て
か
ら
抗
体
が
で
き
る
ま
で

に
8
週
間
か
か
る
の
で
、
検
査

は
そ
の
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

H
I
V
の
感
染
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
は

性
交
渉
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
若
い
人
々
に
対
し
て

は
性
教
育
は
必
須
で
す
が
、
こ

の
講
座
で
述
べ
た
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
理
解
を
基
本
と
し
て
エ

イ
ズ
の
拡
大
を
予
防
し
、
自
ら

の
自
覚
の
上
に
た
っ
て
エ
イ
ズ
に

対
処
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
の
講
座
は
こ
れ
で一

応
完
結
し
ま
す
。

参
考
書
:
山
内一也
著
「
ウ

イ
ル
ス
究
極
の
寄
生
生
命
体
」

N
H
K
人
間
講
座
、
2
0
0
5

CREATIV
E BO

O
K

「
首
都
圏
人
」

第
二
号
発
売
御
案
内

暮
ら
し
を
楽
し
む
知
的
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
る
「
首
都
圏
人
」
は
季
刊
で
発

行
し
ま
す
。

一
般
書
店
で
販
売
中
で
す
。

「
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
」
で
も
。
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新
座
市
文
化
協
会
は
、

昨
年
二
十
五
周
年
を
迎

え
、
加
入
サ
ー
ク
ル
は

87
、
会
員
数
は
4
0
0
0

名
に
近
付
い
た
。
そ
の
節

目
に
当
た
り
、
会
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構

築
す
る
活
動
も
続
い
て
い

る
が
、
去
る
一
月
末
に
は
、

「
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
」

に
お
い
て
、
第
一
回
文
化

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
新
座
市
域
の

歴
史
的
な
背
景
を
知
る
た

め
に
、
神
山
健
吉
氏
を
招

い
て
、「
新
座
市
域
の
古

代
、
中
世
を
探
る
」
と
題

す
る
講
演
を
聴
講
し
た
。

神
山
氏
は
志
木
市
の
文
化

財
審
議
会
会
長
と
し
て
、

こ
の
地
域
の
歴
史
に
は
造

詣
が
深
い
方
で
、「
新
羅

郡
の
誕
生
と
、
高
僧
道
興

准
后
の
来
遊
を
通
じ
て
」

と
い
う
副
題
で
二
時
間
に

わ
た
っ
て
話
さ
れ
た
。
新

座
市
を
核
と
し
て
、
志
木
、

朝
霞
、
和
光
市
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
た
か
つ
て
の
「
新

座
郡
（
に
い
く
ら
ご
お

り
）」
は
由
緒
あ
る
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、

満
場
の
参
加
者
に
多
大
の

感
銘
を
与
え
た
。

講演をされる神山健吉氏

参会者会員は満場を埋めた

新
座
市
文
化
協
会
の

活
動
を
覗
く
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